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ボールモーション比較チャート

2025年10月～2026年4月発表・発売製品の掲載となります

新品ボールのリアクションを維持する方法

ポリッシュ
仕上げ
（シャイニー）

Brunswick
Reactive 
Shammyで
表面のオイルを
拭き取る

Big B
クリーナーで
ボールを清掃

Crown Factory
Polishで
再ポリッシュし、
リアクションを維持

Siaairパッドで表面を
スカッフし、
Crown Factory 
Polishで再ポリッシュ

フルリサーフェスおよび
オイル抜き
（デトックス）を実施

サンディング
仕上げ
（ダル）

Brunswick
Reactive 
Shammyで
表面のオイルを
拭き取る

Big B
クリーナーで
ボールを清掃

Siaairパッドで
表面をスカッフし、
リアクションを維持

Siaairパッドで
軽く表面調整を行い、
リアクションを維持

フルリサーフェスおよび
オイル抜き
（デトックス）を実施

仕上げ 投球間 プレイ後 10ゲームごと 30ゲームごと 60ゲームごと

現代の高性能カバーストックの性能を長く維持するためには、予防的なメンテナンスが非常に重要です。
現在のボールが強いフック性能を発揮する理由は、カバーストックの微細な気孔にオイルが吸収されることで摩擦が増加し、より大
きなフックモーションが生まれるためです。しかしながら、オイルの吸収や汚れの蓄積により、ボール表面には徐々なコンディション
の変化が生じ、ボールリアクションは緩やかに低下していきます。このような性能低下を防ぐため、投球間には「Brunswick 
Reactive Shammy」を使用して表面のオイルを除去し、プレー後にはボールクリーナーでカバー表面をしっかりと清掃すること
を推奨します。クリーニングを行わずに保管すると、オイルや汚れがカバー内部へさらに浸透し、ボールパフォーマンスに悪影響を
及ぼします。ボール表面のコンディションは、良好なボールリアクションを維持するうえでも最も重要な要素です。


